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研究成果の概要（和文）：コロナ禍と現在のストレス、体調の悪化、属性、行動範囲に関するオンライン調査を
実施した。New York、Londonから465名、東京、大阪、長野から1172名の有効回答を得た。世界の主要3都市
（New York、London、東京）および日本の3地域（東京、大阪、長野）別に、コロナ禍と比べたストレス増減を
目的変数としたロジスティック回帰分析により、特に、仕事満足度（主要3都市：オッズ比1.65、日本3地域：オ
ッズ比1.64）と日常の行動範囲の変化（主要3都市：オッズ比1.49、日本3地域：オッズ比1.52）がコロナ後のス
トレス増加に共通する有意な説明変数であった。

研究成果の概要（英文）：We conducted an online survey on stress, health deterioration, attributes, 
and range of activities during and after the COVID-19 pandemic. We obtained valid responses from 465
 people in New York and London, and 1,172 people in Tokyo, Osaka, and Nagano. Using logistic 
regression analysis to examine stress changes compared to the pandemic in three major global cities 
(New York, London, Tokyo) and three regions in Japan (Tokyo, Osaka, Nagano), we found that job 
satisfaction (odds ratio 1.65 in the three major cities, 1.64 in the three regions in Japan) and 
changes in daily activity range (odds ratio 1.49 in the three major cities, 1.52 in the three 
regions in Japan) were significant common explanatory variables for increased stress after the 
pandemic.

研究分野： 環境デザイン、デザイン・サイエンス

キーワード： COVID-19 　行動変容　都市間比較　ストレス変化　体調悪化　散策行動　コミュニティ　居住スタイル

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
コロナ禍後のストレス要因を国際的かつ国内的に比較分析することで、グローバルな視点からストレス管理の共
通要因および地域特有の要因を明らかにした。特に、共通する仕事満足度と日常の行動範囲の変化がストレスに
与える影響を定量的に示した。個人の生活の質向上や社会全体の健康増進に寄与するだけでなく、今後も懸念さ
れるパンデミックや災害等の行動制限時にも有効な、共通するあるいは個別の都市が大切にすべき都市デザイン
の指標になりうる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

COVID-19 による日常の行動範囲の変化とストレスや体調悪化は、個人の属性のみならず都市や地域

の空間構成と結びつくと想定される。その影響が今後も継続する場合、収束する場合ともに、時空間的な

モニタリングは、新しい居住ニーズや変化に適応できない人々を把握する上で重要な課題である。 

 

２．研究の目的 

本研究では、長期的な視点で都市のレジリエンスと個人のレジリエンスの関連性に関するデータ取得

と時系列的な比較調査を実施する。具体的には、コロナ禍前とコロナパンデミック期の時系列的な日常の

行動範囲とストレスや活気、体調悪化の変容を、地域特性という都市レジリエンスと、個人属性に応じた

心理レジリエンスの両面から総合的に把握し、その改善点や特徴を明らかにする。さらに、コロナ後に新

たな都市から田園地域への人口の移動が生じた場合、新たな移入者と旧住民の空間利用とストレスとの関

連性も分析し、ワーケーションや二地域居住のより効果的な実現のエビデンスも取得する。 

 

３．研究の方法 

代表者はこれまで工学系、法学系の研究者と連携して、WEB による上記の把握を海外の個人情報保護

法にも対応した形で実施するプログラムを作り、大学の倫理審査を経た調査を実施してきた。 

 

４．研究成果 

東京、大阪、長野、ロンドン、ニューヨーク、アムステルダムの 6 地域における自粛前後のストレス

および行動変容のデータを解析し、世界の複数の都市における共通の傾向として、散策がコロナ禍におけ

るストレスの増加を有意に減少させる要因であることを明らかにした（Table1, Table2）。 

 

Table1 パンデミック期における東京、大阪、長野の回答者のストレス増加量の回帰分析結果 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Table2 パンデミック期における東京、London, New York, Amsterdam の回答者のストレス増加量の回帰

分析結果 2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍と現在のストレス、体調の悪化、属性、行動範囲に関するオンライン調査を実施し、New York、

London から 465 名、東京、大阪、長野から 1172 名の有効回答を得た。世界の主要 3 都市（New York、

London、東京）および日本の 3 地域（東京、大阪、長野）別に、コロナ禍と比べたストレス増減を目的変

数としたロジスティック回帰分析により、特に、仕事満足度（主要 3 都市：オッズ比 1.65、日本 3 地域：

オッズ比 1.64）と日常の行動範囲の変化（主要 3 都市：オッズ比 1.49、日本 3 地域：オッズ比 1.52）がコ

ロナ後のストレス増加に共通する有意な説明変数であった。 

 

以上の分析から、コロナ禍およびコロナが収束した現在においても、外出がストレスを減少させる世

界の主要都市および日本の 3 地域で共通する重要な要因であることが明らかになった。詳細な外出を促す

要因や地域間の違いについては、今後も論文として発表を継続していく。 

 

1) Uehara, M.; Fujii, M.; Kobayashi, K. A Model of Stress Change under the First COVID-19 Pandemic 

among the General Public in Japanese Major Cities and Rural Areas. Sustainability 2021, 13, 1207. 

https://doi.org/10.3390/su13031207 

2) Uehara, M.; Fujii, M.; Kobayashi, K.; Hayashi, Y.; Arai, Y. Common Factors of Stress Change under the 

First COVID-19 Outbreak as Observed in Four Global Cities. Sustainability 2021, 13, 5996. 

https://doi.org/10.3390/su13115996 



５．主な発表論文等

〔雑誌論文〕　計4件（うち査読付論文　4件／うち国際共著　0件／うちオープンアクセス　1件）

2022年

2021年

2021年

2021年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
都市と農村の対比からみたコロナ禍でのストレスと行動変容

農村計画学会誌 115

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
上原三知 40(2)

 １．著者名

10.12792/jjiiae.9.2.53

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Analysis of Amount of Stress Change during Refraining from Going Outside Due to the New
Coronavirus

産業応用工学会論文誌 53～58

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
平岡 透、上原 三知、小林 一樹 9

 １．著者名

10.3390/su13031207

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A Model of Stress Change under the First COVID-19 Pandemic among the General Public in Japanese
Major Cities and Rural Areas

Sustainability 1207～1207

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 オープンアクセス  国際共著
オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Uehara Misato、Fujii Makoto、Kobayashi Kazuki 13

 １．著者名

Perceived Impact of COVID-19 on Small-Scale Fishers of Trang Province, Thailand and Their
Coping Strategies

Sustainability 2865～2865

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
10.3390/su14052865

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 ４．巻
Arai Yuki、Sanlee Maneewan、Uehara Misato、Iwasaki Shimpei 14

 １．著者名

 ２．論文標題  ５．発行年



〔学会発表〕　計6件（うち招待講演　3件／うち国際学会　0件）

2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

令和4年度日本造園学会 中部支部大会

令和4年度日本造園学会 中部支部大会

ゼロカーボン長野プログラム2022 グリーンインフラフォーラム「オンラインシンポジウム」（招待講演）

(一財)日本造園修景協会長野県支部（招待講演）

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

伊藤直輝・上原三知

富高日咲葵・上原三知

上原三知

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

上原三知

林散策の心理的リラックス効果と季節性に関する基礎的研究

住環境における実際の散策ルートの基礎的な特性分類

グリーンインフラと流域治水について, ゼロカーボン長野プログラム2022 グリーンインフラフォーラム「オンラインシンポジウム」

グリーンインフラフォーラム in 松本 長野県でグリーンインフラを推進するために

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名



2021年

2021年

〔図書〕　計5件

2022年

2022年

1

1

上原三知

上原三知

 ２．出版社

 ２．出版社

高速道路と自動車

 １．著者名

 １．著者名

 ４．発行年

 ４．発行年

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数
高速道路と自動車

 ３．書名

 ３．書名

地域に多様な恩恵をもたらすもう１つの道路開発（グリーンムーブメント）への期待

徒歩専用の空間創出による地域の安全性とウェルネス効果の向上

日本造園学会中部支部大会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

農村計画学会春期シンポジウム（招待講演）

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

都市と農村の対比からみたコロナ禍でのストレスと行動変容

公開シンポジウム「中部から考えるグリーンインフラグリーンリカバリーの好機を活かすために」信州から考えるグリーンインフラストラ
クチャー

 ４．発表年

上原三知

上原三知



2022年

2021年

2022年

〔産業財産権〕

〔その他〕

－

６．研究組織

研
究
分
担
者

岡本　卓也

(Okamoto Takuya)

(30441174)

信州大学・学術研究院人文科学系・准教授

(13601)

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

備考

研
究
分
担
者

小林　一樹

(Kobayashi Kazuki)

(00434895)

信州大学・学術研究院工学系・教授

(13601)

1

2

3

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

上原三知

上原三知

景観生態学会編　上原三知

 ２．出版社

 ２．出版社

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

景観生態学　第11章11.1  景観のプラニングとデザイン

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数 ２．出版社

高速道路と自動車

グリーン・エージ

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

空間の有効活用のための歩行者に優しい道路空間の実現

グリーン・エージ　民有林と新旧住民をつなぐフットパスの設置による田園地域のローカル・グリーンイ
ンフラ

共立出版



６．研究組織（つづき）

７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計0件

８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

共同研究相手国 相手方研究機関

研
究
分
担
者

新井　雄喜

(Arai Yuki)

(90866873)

松山大学・人文学部・准教授

(36301)

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

備考

研
究
分
担
者

林　靖人

(Hayashi Yasuto)

(60534815)

信州大学・学術研究院総合人間科学系・教授

(13601)


